
3期2会場に分かれて開催される今回の冬季大会。第一弾
であるフロア競技の大会が、11月18日 ( 土 )と19日 ( 日 )
の2日間、長野市「ホワイトリング」にて開催されました。

　SON・東京からは、フロアホッケー競技にアスリート16名、コー
チ4名。障害のない人 ( パートナー)が一緒にゲームに参加する
ユニファイド形式のフロアボール・チーム競技に、アスリート7名、
パートナー5名、コーチ3名。フロアボール・個人スキルコンテス
トにアスリート2名、コーチ1名。これに団長1名を加えた総勢
39名が参加しました。
　分散開催ということもあってか、開会式は簡略された形で、多
少の寂しさもありましたが、すべてのチームが早々に臨戦態勢を
整え、気持ちを盛り上げている様子は、観客席からもうかがわれ
ました。

　試合は、2つの競技と個人スキルコン
テストにわかれ、予選と決勝ともに2日間
にかけて実施され、東京選手団の成績は
下記のとおりでした。
　チーム競技ではどちらもトップには手が届きませんでしたが、
すべてのゲームで最善を尽くし、日頃のトレーニングの成果を思
う存分発揮したことは間違いありません。今後のトレーニングへ
のモチベーションアップにも、十分つながったはずです。

　もっとも印象的だったのは、広島と対戦したフロアホッケー
の決勝。最後まで諦めず1点差を守り抜き、勝利したことは
本当に嬉しかったです。フロアボールはプログラムを始め
て約1年で、よくぞここまで仕上がったな、と。スピーディー

な動きの中でプレーするパートナーとアスリートたち、すごく良いチームになっ
ていました。大きな怪我や、体調を崩す者がいなかったのは何よりです。こ
の大会の開催に携わったすべての方々に感謝いたします。

コメント

選 手 団 長
丸 山  陽

大 会 結 果

⃝フロアホッケー　ディビジョン 1
　1位／徳島　2位／東京　3位／広島

⃝フロアボール　ディビジョン 1
　1位／福島　2位／長野　3位／埼玉　4位／東京

⃝個人スキルコンテスト　ディビジョン C01
　1位／船橋 理貴　2位／志田 瑠依

応援する会が今年も「チャリティコンサート」を開催
　スペシャルオリンピックス日本・東京を応
援する会によるチャリティコンサートが10月
9日 ( 月・祝 )、千代田区の紀尾井ホールにて
開催されました。
　「ブラームスはお好き、でしょ？」というタ
イトルを冠した今年のコンサートは、金子
三勇士さん ( ピアノ )、マーク・ゴトーニさん
( ヴァイオリン )、鈴木康浩さん ( ヴィオラ )、
そしてプロデューサーでもある水谷川優子
さん ( チェロ ) が集い、いつもながら素晴ら

しい演奏が繰り広げられました。合唱プロ
グラムとバスケットボールプログラムのアス
リートが、花束贈呈と募金のお願いに参加
したことも、本コンサートの目的を来場者
に伝える一助となったはずです。
　すべて、水谷川さんの優れたプロデュー
ス 力と、実行委員会 の 積 み 重 ね てきた 経
験があったからこそ。来年開催予定という
SON・東京創立30周年記念 に 向 け たコン
サートにも、大きな期待が寄せられます。

◦年末年始休暇　2023年12月28日 ( 木 ) ～2024年1月4日 ( 木 )

SON・東京の活動は、法人・団体および個人の皆様からの会費と
寄付金によってまかなわれています。

（個人）入会金：5,000 円　年会費：5,000 円
（法人）入会金：5,000 円　年会費：10,000 円
（一口）年 ： 3,000 円

※会費納入については、便利な口座振替をお願いしています。
※ご入会は右記 QR コードを読み取り、規定のフォームより
　お申込みください。

賛助会員

正 会 員

法 人 ・ 団 体 ・ 個 人 会 員 募 集 中
お支払い金額はそのまま。

価格の一部（3～5％もしくは定額）が、SON・東京へ寄付されます 

お買い物するだけで寄付できます !

ご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

事 務 局 からお 知らせ

冬季ナショナルゲーム　　 に、
東京選手団が出場！

フロア
競技

SON・東京オフィシャルスポンサー

東京山王ロータリークラブ

株式会社クラフティは、OA機器＆映像・音響機器の全国レンタル・リースの他、
クラウドサービス、アプリ開発、撮影/配信スタジオ・ダイニングバー運営・スクールリノベーション、ドローンスクールなど、
さまざまな分野で万全のビジネスサポートを行う企業です。

Amazon、Amazon.co.jp およびそれらのロゴは、
Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標または登録商標です。
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　フロアボールはフィンランドで人気の、い
わばアイスホッケーの屋内版ともいうべき競
技。SON・東京ではすでに、新宿会場でのプ
ログラムがスタートしており、ナショナルゲー
ムにもチームを派遣しています。
　さらに、今年になってからは多摩会場の新
設をにらみ、八王子市甲の原体育館にて、2
回にわたる体験会を実施しました。
　第1回目の8月26日 ( 土 )には、八王子市
内のフロアボールクラブのメンバー、SO の

アスリートとコーチ、一般申し込み者あわせ
て23名、2回目の9月23日 ( 土・祝 ) にも同
様の26名が参加。「最初は緊張したけど、皆
さんが優しく教えてくれてできるようになり
ました。またやりたいです」という感想も聞く
ことができました。
　幅広い年代の障害のある人とない人がいっ
しょにプレーすることで、自然にインクルージョ
ンができるということも実感し、今後さらに多
くの人に参加していただきたいと思いました。

( 報告／フロアボール・プログラム マネー
ジャー：朝岡美好 )

フロアボール／多摩地区で2回の体験会を実施

　11月3日( 金・祝 )と4日( 土 )の2日間、東
京都障害者総合スポーツセンターで開催さ
れた「第37回はばたきテニス大会」に、テニ
スプログラムのアスリート7名が参加しました。
　11月とは思えない暑さの中で、すべての
アスリートが精一杯プレーし、日頃の練習の
成果を存分に発揮。レベル別に3つのクラス

（はばたきクラス、ミドルクラス、オープンク
ラス）に分けて行うという競技形式で、それ
ぞれのクラスに参加した全員がメダル（1位
～3位 )を獲得するという、うれしい結果につ
ながりました。
( 報告：テニスプログラム光が丘会場マネー
ジャー・山﨑多美子 )

テニス／東京都障害者総合スポーツセンター主催「はばたきテニス大会」に参加

　9月23日（土・祝）名古屋グランドボウルで
「ダブルスボウリング競技会」が全国10地
区のアスリート・パートナー、コーチ、ボランティ
ア約200名以上が参加する大きな競技会と
して開催されました。
　ボウリングダブルスは二人一組のペアと
して参加するため、良いスコアが出た時の一
体感や相手がミスをした時の思いやる気持
ちが生まれるなどの魅力があります。
　アスリート同士、アスリートとパートナーと
のペア（ユニファイド）など、初めてのダブル

スでの競技に参加したアスリートは「二人で
頑張れて良かった」「初めての経験で緊張し
たけれど楽しかった」「仲間が緊張をしたりミ
スをした時の声がけが難しかった」など、金

ボウリング／ SON・愛知主催「ダブルス競技会」に遠征

4年ぶり! 「ウォーク & ランフェスティバル」開催

　11月4日 ( 土 )、SON・京都主催のバレー
ボール競技会に参加しました。コロナが5類
になりましたが、会場に到着し、実際に京都
のアスリートたちと対面してみると、4年ぶり
とは思えないくらい。初参加のアスリートも
すぐに打ち解け、一緒にパスやアタックの練
習を始めました。
　今回東京からは2チームでの参加となり、
うち1チームは千葉との混合チーム。千葉の

アスリートは今回初参加で初試合でしたが、
この競技会の経験を今後の練習に活かして
くれればと思っています。東京単独のチーム
は全戦全勝し、見事金メダルを獲得すること
ができました。日頃の練習の成果が、十分発
揮できたのだと思います。
　このような交流の機会を提供してくれた
SON・京都のコーチ、ボランティアそしてファ
ミリーの皆様には、心より感謝申し上げます。

またお会いでき
る日を、アスリー
ト共々楽しみに
しております。
( 報告／バレー
ボールプログラ
ム・マネジャー
丸山陽 )

バレーボール／ SON・京都が開催した競技会に遠征

　コロナ禍により開催を見合わせてきたウォーク&ランフェスティバルが、
11月26日(日)、東京海洋大学品川キャンパスにて、ついに再開しました。
　本イベントは、協賛企業・団体からの参加者が、交流会とレースで
SON・東京のアスリートと直接ふれあい、知的障害と知的障害のある
人への「理解と共感」を深めることを目的としています。
　レース前に実施する交流会では、楽しいゲームを通じてアスリートと
企業参加のランナーが、コミュニケーションを図ります。レースでは、ア
スリートと協賛企業・団体のメンバーがチームを組み、歩いたり走った
り(ウォーク&ラン)しながらゴールを目指し、自らが宣言したタイムに
いかに近づけるかを競いあう、というイベントです。
　アンカーがアスリートと参加者の二人組となるため、ゴールタイムの
計算がしにくいという面白さがあります。実際に今回も、アスリートが
あまりに速く、ついて行くのに苦労して、宣言したタイムと大きくズレて

しまったチームもあり、ゴールは歓声と笑顔であふれていました。そん
な様子もまた、本イベントの目的である「理解と共感」を象徴しており、
イベント成功の一端を実感できました。
　レース本番時に
は、降っていた小
雨もあがり、急に
増してきた寒さもな
んとかしのぎ、無事
成功裏に閉会するこ
とできました。すべ
ての参加者と協賛者
に、心より感謝申し
上げます。

順
位 企業・団体名 No. チーム名 宣言

タイム
走破
タイム 差 順

位 企業・団体名 No. チーム名 宣言
タイム

走破
タイム 差

1 NHK ビジネスクリエイト 19 チーム SD 0:30:10 0:29:03 0:01:07 11 マーシュジャパン 13 MarshMallowD&I 0:36:00 0:40:19 0:04:19

2 新日本空調 8 SNK 0:30:30 0:29:18 0:01:12 13 日本オーチス・エレベータ 2 ちーむ　みなと 0:30:00 0:25:40 0:04:20

3 JAIFA 東京協会 9 JAIFA 東京協会 A 0:50:50 0:49:36 0:01:14 14 マーシュジャパン 14 チーム TANY 0:32:00 0:27:22 0:04:38

4 日本オーチス・エレベータ 3 やる気だけはある！ 0:26:00 0:27:53 0:01:53 15 日本オーチス・エレベータ 5 One Team 0:40:00 0:35:08 0:04:52

5 ラザードフレール 21 ラザードフレールンルン 175 0:35:00 0:37:00 0:02:00 16 JAIFA 東京協会 11 JAIFA 東京協会 C 0:43:21 0:37:03 0:06:18

6 マーシュマクレナンカンパニーズ 15 チーム LTD 0:32:00 0:29:41 0:02:19 17 クラフティ 16 Team クラフティ 0:38:00 0:31:10 0:06:50

7 JAIFA 東京協会 12 JAIFA 東京協会 D 0:40:28 0:37:28 0:03:00 18 BIPROGY 20 チームゆっくり 0:38:00 0:30:53 0:07:07

8 日本オーチス・エレベータ 4 首都圏支店チーム北西 0:39:16 0:36:15 0:03:01 19 日本オーチス・エレベータ 1 OTIS HQ 0:40:00 0:32:07 0:07:53

9 日本オーチス・エレベータ 6 Team Bay Bridge 0:30:00 0:26:35 0:03:25 20 JAIFA 東京協会 10 JAIFA 東京協会 B 0:57:00 0:47:34 0:09:26

10 NHK ビジネスクリエイト 18 バモス☆ NBC 0:33:33 0:29:56 0:03:37 21 日本オーチス・エレベータ 7 Team Akarenga 0:40:00 0:27:17 0:12:43

11 トヨタモビリティサービス 17 クラウンアルファード 0:33:00 0:28:41 0:04:19 22 スペシャルオリンピックス日本・東京 22 M・A・Y・O 1:05:00 0:41:00 0:24:00

1位 _チームSD 2位 _SNK 3位 _JAIFA 東京協会 A

メダルを目指すと同時に、様々な気持ちを感
じ成長する競技会となりました。
　大会運営に携わっていただきました愛知の
スタッフの皆様ありがとうございました。

【競技会概要】
主催 / 公益社団法人 スペシャルオリンピック
ス日本・愛知
競技内容 /ボウリング・ダブルス戦トラディショ
ナルとユニファイド
参加地区 / 静岡、長野、東京、愛知、新潟、
神奈川、三重、京都、富山、大阪
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　フロアボールはフィンランドで人気の、い
わばアイスホッケーの屋内版ともいうべき競
技。SON・東京ではすでに、新宿会場でのプ
ログラムがスタートしており、ナショナルゲー
ムにもチームを派遣しています。
　さらに、今年になってからは多摩会場の新
設をにらみ、八王子市甲の原体育館にて、2
回にわたる体験会を実施しました。
　第1回目の8月26日 ( 土 )には、八王子市
内のフロアボールクラブのメンバー、SO の

アスリートとコーチ、一般申し込み者あわせ
て23名、2回目の9月23日 ( 土・祝 ) にも同
様の26名が参加。「最初は緊張したけど、皆
さんが優しく教えてくれてできるようになり
ました。またやりたいです」という感想も聞く
ことができました。
　幅広い年代の障害のある人とない人がいっ
しょにプレーすることで、自然にインクルージョ
ンができるということも実感し、今後さらに多
くの人に参加していただきたいと思いました。

( 報告／フロアボール・プログラム マネー
ジャー：朝岡美好 )

フロアボール／多摩地区で2回の体験会を実施

　11月3日( 金・祝 )と4日( 土 )の2日間、東
京都障害者総合スポーツセンターで開催さ
れた「第37回はばたきテニス大会」に、テニ
スプログラムのアスリート7名が参加しました。
　11月とは思えない暑さの中で、すべての
アスリートが精一杯プレーし、日頃の練習の
成果を存分に発揮。レベル別に3つのクラス

（はばたきクラス、ミドルクラス、オープンク
ラス）に分けて行うという競技形式で、それ
ぞれのクラスに参加した全員がメダル（1位
～3位 )を獲得するという、うれしい結果につ
ながりました。
( 報告：テニスプログラム光が丘会場マネー
ジャー・山﨑多美子 )

テニス／東京都障害者総合スポーツセンター主催「はばたきテニス大会」に参加

　9月23日（土・祝）名古屋グランドボウルで
「ダブルスボウリング競技会」が全国10地
区のアスリート・パートナー、コーチ、ボランティ
ア約200名以上が参加する大きな競技会と
して開催されました。
　ボウリングダブルスは二人一組のペアと
して参加するため、良いスコアが出た時の一
体感や相手がミスをした時の思いやる気持
ちが生まれるなどの魅力があります。
　アスリート同士、アスリートとパートナーと
のペア（ユニファイド）など、初めてのダブル

スでの競技に参加したアスリートは「二人で
頑張れて良かった」「初めての経験で緊張し
たけれど楽しかった」「仲間が緊張をしたりミ
スをした時の声がけが難しかった」など、金

ボウリング／ SON・愛知主催「ダブルス競技会」に遠征

4年ぶり! 「ウォーク & ランフェスティバル」開催

　11月4日 ( 土 )、SON・京都主催のバレー
ボール競技会に参加しました。コロナが5類
になりましたが、会場に到着し、実際に京都
のアスリートたちと対面してみると、4年ぶり
とは思えないくらい。初参加のアスリートも
すぐに打ち解け、一緒にパスやアタックの練
習を始めました。
　今回東京からは2チームでの参加となり、
うち1チームは千葉との混合チーム。千葉の

アスリートは今回初参加で初試合でしたが、
この競技会の経験を今後の練習に活かして
くれればと思っています。東京単独のチーム
は全戦全勝し、見事金メダルを獲得すること
ができました。日頃の練習の成果が、十分発
揮できたのだと思います。
　このような交流の機会を提供してくれた
SON・京都のコーチ、ボランティアそしてファ
ミリーの皆様には、心より感謝申し上げます。

またお会いでき
る日を、アスリー
ト共々楽しみに
しております。
( 報告／バレー
ボールプログラ
ム・マネジャー
丸山陽 )

バレーボール／ SON・京都が開催した競技会に遠征

　コロナ禍により開催を見合わせてきたウォーク&ランフェスティバルが、
11月26日(日)、東京海洋大学品川キャンパスにて、ついに再開しました。
　本イベントは、協賛企業・団体からの参加者が、交流会とレースで
SON・東京のアスリートと直接ふれあい、知的障害と知的障害のある
人への「理解と共感」を深めることを目的としています。
　レース前に実施する交流会では、楽しいゲームを通じてアスリートと
企業参加のランナーが、コミュニケーションを図ります。レースでは、ア
スリートと協賛企業・団体のメンバーがチームを組み、歩いたり走った
り(ウォーク&ラン)しながらゴールを目指し、自らが宣言したタイムに
いかに近づけるかを競いあう、というイベントです。
　アンカーがアスリートと参加者の二人組となるため、ゴールタイムの
計算がしにくいという面白さがあります。実際に今回も、アスリートが
あまりに速く、ついて行くのに苦労して、宣言したタイムと大きくズレて

しまったチームもあり、ゴールは歓声と笑顔であふれていました。そん
な様子もまた、本イベントの目的である「理解と共感」を象徴しており、
イベント成功の一端を実感できました。
　レース本番時に
は、降っていた小
雨もあがり、急に
増してきた寒さもな
んとかしのぎ、無事
成功裏に閉会するこ
とできました。すべ
ての参加者と協賛者
に、心より感謝申し
上げます。

順
位 企業・団体名 No. チーム名 宣言

タイム
走破
タイム 差 順

位 企業・団体名 No. チーム名 宣言
タイム

走破
タイム 差

1 NHK ビジネスクリエイト 19 チーム SD 0:30:10 0:29:03 0:01:07 11 マーシュジャパン 13 MarshMallowD&I 0:36:00 0:40:19 0:04:19

2 新日本空調 8 SNK 0:30:30 0:29:18 0:01:12 13 日本オーチス・エレベータ 2 ちーむ　みなと 0:30:00 0:25:40 0:04:20

3 JAIFA 東京協会 9 JAIFA 東京協会 A 0:50:50 0:49:36 0:01:14 14 マーシュジャパン 14 チーム TANY 0:32:00 0:27:22 0:04:38

4 日本オーチス・エレベータ 3 やる気だけはある！ 0:26:00 0:27:53 0:01:53 15 日本オーチス・エレベータ 5 One Team 0:40:00 0:35:08 0:04:52

5 ラザードフレール 21 ラザードフレールンルン 175 0:35:00 0:37:00 0:02:00 16 JAIFA 東京協会 11 JAIFA 東京協会 C 0:43:21 0:37:03 0:06:18

6 マーシュマクレナンカンパニーズ 15 チーム LTD 0:32:00 0:29:41 0:02:19 17 クラフティ 16 Team クラフティ 0:38:00 0:31:10 0:06:50

7 JAIFA 東京協会 12 JAIFA 東京協会 D 0:40:28 0:37:28 0:03:00 18 BIPROGY 20 チームゆっくり 0:38:00 0:30:53 0:07:07

8 日本オーチス・エレベータ 4 首都圏支店チーム北西 0:39:16 0:36:15 0:03:01 19 日本オーチス・エレベータ 1 OTIS HQ 0:40:00 0:32:07 0:07:53

9 日本オーチス・エレベータ 6 Team Bay Bridge 0:30:00 0:26:35 0:03:25 20 JAIFA 東京協会 10 JAIFA 東京協会 B 0:57:00 0:47:34 0:09:26

10 NHK ビジネスクリエイト 18 バモス☆ NBC 0:33:33 0:29:56 0:03:37 21 日本オーチス・エレベータ 7 Team Akarenga 0:40:00 0:27:17 0:12:43

11 トヨタモビリティサービス 17 クラウンアルファード 0:33:00 0:28:41 0:04:19 22 スペシャルオリンピックス日本・東京 22 M・A・Y・O 1:05:00 0:41:00 0:24:00

1位 _チームSD 2位 _SNK 3位 _JAIFA 東京協会 A

メダルを目指すと同時に、様々な気持ちを感
じ成長する競技会となりました。
　大会運営に携わっていただきました愛知の
スタッフの皆様ありがとうございました。

【競技会概要】
主催 / 公益社団法人 スペシャルオリンピック
ス日本・愛知
競技内容 /ボウリング・ダブルス戦トラディショ
ナルとユニファイド
参加地区 / 静岡、長野、東京、愛知、新潟、
神奈川、三重、京都、富山、大阪
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3期2会場に分かれて開催される今回の冬季大会。第一弾
であるフロア競技の大会が、11月18日 ( 土 )と19日 ( 日 )
の2日間、長野市「ホワイトリング」にて開催されました。

SON・東京からは、フロアホッケー競技にアスリート16名、コー
チ4名。障害のない人 ( パートナー)が一緒にゲームに参加する
ユニファイド形式のフロアボール・チーム競技に、アスリート7名、
パートナー5名、コーチ3名。フロアボール・個人スキルコンテス
トにアスリート2名、コーチ1名。これに団長1名を加えた総勢
39名が参加しました。

分散開催ということもあってか、開会式は簡略された形で、多
少の寂しさもありましたが、すべてのチームが早々に臨戦態勢を
整え、気持ちを盛り上げている様子は、観客席からもうかがわれ
ました。

試合は、2つの競技と個人スキルコン
テストにわかれ、予選と決勝ともに2日間
にかけて実施され、東京選手団の成績は
下記のとおりでした。

チーム競技ではどちらもトップには手が届きませんでしたが、
すべてのゲームで最善を尽くし、日頃のトレーニングの成果を思
う存分発揮したことは間違いありません。今後のトレーニングへ
のモチベーションアップにも、十分つながったはずです。

もっとも印象的だったのは、広島と対戦したフロアホッケー
の決勝。最後まで諦めず1点差を守り抜き、勝利したことは
本当に嬉しかったです。フロアボールはプログラムを始め
て約1年で、よくぞここまで仕上がったな、と。スピーディー

な動きの中でプレーするパートナーとアスリートたち、すごく良いチームになっ
ていました。大きな怪我や、体調を崩す者がいなかったのは何よりです。こ
の大会の開催に携わったすべての方々に感謝いたします。

コメント

選 手 団 長
丸 山  陽

大 会 結 果

⃝フロアホッケー　ディビジョン 1
　1位／徳島　2位／東京　3位／広島

⃝フロアボール　ディビジョン 1
　1位／福島　2位／長野　3位／埼玉　4位／東京

⃝個人スキルコンテスト　ディビジョン C01
　1位／船橋 理貴　2位／志田 瑠依

応援する会が今年も「チャリティコンサート」を開催
スペシャルオリンピックス日本・東京を応

援する会によるチャリティコンサートが10月
9日 ( 月・祝 )、千代田区の紀尾井ホールにて
開催されました。
　「ブラームスはお好き、でしょ？」というタ
イトルを冠した今年のコンサートは、金子
三勇士さん ( ピアノ )、マーク・ゴトーニさん
( ヴァイオリン )、鈴木康浩さん ( ヴィオラ )、
そしてプロデューサーでもある水谷川優子
さん ( チェロ ) が集い、いつもながら素晴ら

しい演奏が繰り広げられました。合唱プロ
グラムとバスケットボールプログラムのアス
リートが、花束贈呈と募金のお願いに参加
したことも、本コンサートの目的を来場者
に伝える一助となったはずです。
　すべて、水谷川さんの優れたプロデュー
ス 力と、実行委員会 の 積 み 重 ね てきた 経
験があったからこそ。来年開催予定という
SON・東京創立30周年記念 に 向 け たコン
サートにも、大きな期待が寄せられます。

◦年末年始休暇　2023年12月28日 ( 木 ) ～2024年1月4日 ( 木 )

SON・東京の活動は、法人・団体および個人の皆様からの会費と
寄付金によってまかなわれています。

（個人）入会金：5,000 円　年会費：5,000 円
（法人）入会金：5,000 円　年会費：10,000 円
（一口）年 ： 3,000 円

※会費納入については、便利な口座振替をお願いしています。
※ご入会は右記 QR コードを読み取り、規定のフォームより

お申込みください。

賛助会員

正 会 員

法 人 ・ 団 体 ・ 個 人 会 員 募 集 中
お支払い金額はそのまま。

価格の一部（3～5％もしくは定額）が、SON・東京へ寄付されます 

お買い物するだけで寄付できます !

ご支援・ご協力よろしくお願いいたします。

事 務 局 からお 知らせ

冬季ナショナルゲーム に、
東京選手団が出場！

フロア
競技

SON・東京オフィシャルスポンサー

東京山王ロータリークラブ

株式会社クラフティは、OA機器＆映像・音響機器の全国レンタル・リースの他、
クラウドサービス、アプリ開発、撮影/配信スタジオ・ダイニングバー運営・スクールリノベーション、ドローンスクールなど、
さまざまな分野で万全のビジネスサポートを行う企業です。

Amazon、Amazon.co.jp およびそれらのロゴは、
Amazon.com, Inc.またはその関連会社の商標または登録商標です。
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Update

登録 アスリート数：1,838名

正会員数：950名
	（2023年10月31日現在）www.facebook.com/specialolympicsnippontokyo
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